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「たより112号」の原稿締め切 りが追って

いる。そう感じながら毎日の「しなければな

らないこと」に追われるまま時間を過ごして

きた。本音を言えば 「しなければならないこ

と」を建前に原稿執筆を後に回していただけ

なのかもしれない。そして今、ベンを取 り始

めた(正確に言うとパソコンのキーボー ドを

叩き始めた)。

時刻は早朝3時。デスク トップの隣には

iPadと 新聞が置かれている。iPadはネット配

信の記事を見せていた。 「毎日新聞、2019年

10月 13日 『路上生活者の避難拒否 自治体の

意識の差が浮き彫 りに』という小見出しが目

に飛び込んできた。どうやら台風19号に伴っ

て開設された避難所で、東京都台東区は路上

生活者など区内の住所を提示できない人を受

け入れなかったとのことらしい。都内では住

所の区別なく受け入れた区もあったと続けて

いる。iPadの 隣の新聞は両面開きで机を占領

していた。 「読売新聞、2019年 10月 13日 『台

風に保育士を思う』」と書いてある。台風と

保育士がどうつながるのだろうと初発の感想

が頭の中を巡る。

記事の概要はこうだ。台風15号 に見舞わ

れた先月9日 のある家庭の朝

ていた。

通 う男

る意味がある…はずだった。切 り取っていな

かった…。仕方なく、 “根拠"を確かめる意

味でiPadで検索する。と、すぐに出てきた。

「朝 日新聞、2019年 9月 12日 『台風、でも保

育園は開いた』」という見出しで始まってい

る。東京都港区の私立認可保育園の園長は語

る。 「職員には早めの出勤をメールでお願い

しました。それぞれの判断で事情が許せる職

員には、園の近くの宿泊施設に前泊してもら

いました。・…後略…。」

これら保育園の判断に対し、学校は法律に

縛 られているため勝手にはできない。 「(学

校は)災害や感染症の拡大の恐れがある場合、

校長や教育委員会の判断で臨時休校にでき

る」と法律が定めている。しかし、保育園に

はこのような法律はない。かの保育園の園長

はこうも語ったようだ。 「働く必要のある保

護者がいる。簡単に臨時休園にはできない」

三つの記事に目が留まってしまったのは何

故なのだろうと自間自答している自分に気付

いた。短絡的に「保育園の判断は立派だ」「学

校は、やはり固い」という答えを導き出した

いわけではない。それぞれに事情があっての

ことで、とやかく言われる筋合いはないと思

が書かれ う (それでも、 した保育園は

自分もいる )。

「聴く」

のは…
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